
『
生
命
倫
躍
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
b

-
i
iと
く
に
脳
死
、
議
器
移
櫨
に
つ
い
て
i
l
i

林

孝

輔

〈
封
切
酬
明
大
学
)

{ま

め

じ

切
の
論
文
は

一
九
九
O
年
六
月
二
三
日
の
宗
教
法
学
会
大
会
〈
珍
愛
知
学
説
大
学
)
に
お
け
る
報
告
の
慨
要
で
あ
る
。

脳
死

S
Z宮
内
庁
巳
豆
、
臓
器
移
糠

(
C
話
器
可
き
毎
日
お
門
M

仲良一
cと

に
つ
い
て
、
私
は
研
究
関
心
は
あ
り
な
が
ら
も
、

い
ま
だ

か
よ
う
な
場
で
発
表
す
る
ほ
ど
研
究
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
c

し
か
し
、

た
ま
た
ま
日
本
学
術
会
議
第
…

一
一
期
の
ぷ
出
療
技
術
と

生命倫理主をめする法的問題付

人
間
間
の
生
命
特
別
委
員
会
』
委
員
と
し
て
、
こ
の
間
同
騒
の
重
大
さ
と
複
雑
さ
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
小
文
を
か
い
た
こ

と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
表
題
に
つ
い
て
発
表
す
る
よ
う
指
名
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
そ
こ
で
、
公
法
学
の
立
場
か

ら
若
子
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
a

「
磁
部
九
、
臓
祭
神
仲
憾
に
つ
い
て
へ
ジ
ュ
ワ
ス
ト
、

一
九
八
八
年
三
月

7
札口
H
V
三
七
一
災
。
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脳
死
問
題
の
経
過

一
九
六
七
年

一
一
月
一
二
日
、
世
界
最
初
の
心
臓
移
植
が
南
ア
フ
リ
カ
で
パ
!
ナ

i
ド
博
士
の
子
に
よ
り
行
わ
れ
、
俄
然
脳
死
問
題

は
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
が
国
で
は
、
そ
の
八
か
丹
後
の

九
六
八
年
八
丹
八
日
y

札
税
極
大
付
属
鵜
院
で
和

間
寿
郎
教
授
が
初
め
て
心
繊
移
植
を
行
な
っ
た

(
ド
ゥ
ナ
門
凶
器

2
臓
器
提
供
者
は
、
水
泳
中
溺
れ
髄
死
と
判
定
さ
れ
た
学
生

Y

リ
シ
ピ
リ
ア
ン
ト
話
円
以
℃
ぽ
口
付
移
植
を
受
け
た
者
は
、

M
M
設相

e

一
八
歳
)
。
リ
シ
ビ
ア
ン
ト
は
約
一
二
か
丹
後
死
亡

し
た
。
施
術
単
併
は
、
市
民
か
ら
「
脳
死
判
主
が
ネ
す
ぎ
た
」
と
し
て
殺
人
罪
で
告
発
さ
れ
た
が
、
証
拠
不
十
分
で
不
起
訴
と
決
定
し

…
九
七

O
年
九
月
)
。
こ
の
手
術
に
対
し
て
、
世
論
は
概
し
て
厳
し
か
っ
た
。

者

一歳、

た
こ
の
た
め
、
そ
の
後

九
八
路
年
、
筑
波
大
学
病
院
で
心
臓
苑
到
来
以
演
の
魁
死
者
か
ら

。
年
ほ
ど
こ
と
は
な
か
っ
た
が

勝
織
、
腎
職
、
肝
臓
、
角
穫
を
摘
出
し
、
剤
事
事
件
と
な
っ
た
。
し
か
し
本
件
に
つ
い
て
は
検
察
庁
は
、
先
の
場
合
と
途
っ
て
死
の

概
念
に
つ
い
て
は
決
定
し
な
か
っ
た
α

検
察
庁
の
こ
の
態
度
は
、
「
角
摸
及
び
腎
械
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
は
す
で
に
立
法
さ
れ

て
い
る
こ
の
留
に
お
い
て
、
畏
閥
、
学
界
を
ふ
く
め
臓
器
移
績
に
つ
い
て
の
一
般
的
関
心
は
拡
が
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
抑
制
死
を
認

め
る
か
、
脳
死
お
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
移
植
を
認
め
て
い
い
か
に
つ
い
て
は
、

い
ま
な
お
必
ず
し
も
社
会
的
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な

車語、 と
死、の
と認
臓、識
器、を
移、し
植、め
とす
は
同 と
い
え
る
だ
ろ
う
。

概
念
で
は
な
い
。
し
か
し
密
接
な
問
題
で
あ
る
。
内
藤
移
植
の
う
ち
、

心
臓
の
移
植
に
つ
い
て
だ
け

は
、
従
来
の
心
臓
苑
と
は
別
な
死
の
概
念
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
あ
ら
た
に
脳
死
を
国
体
死
と
し
て
認
め
な
け

れ
ば
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
長
年
心
臓
死
に
な
じ
ん
で
き
た
人
び
と
に
は

i
i
iと
り
わ
け
、

ひ
と
の
死
体
に
さ
え
も
霊
的
な
も
の
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を
認
め
て
、
合
掌
し
た
り
倒
出
し
た
り
す
る
習
慣
を
持
つ
日
本
人
に
と
っ
て
は
i
l
i、
臨
死
邸
入
関
の
死
と
は
み
な
し
難
い
も
の
が

あ
る
。

つ
ま
り
、
「
生
き
て
い
る
」
と
怠
わ
れ
る
人
か
ら
心
臓
を
描
出
す
る
の
は
、
殺
人
行
為
に
等
し
い
。
だ
か
ら
、
そ
の
前
提
と

し
て
の
結
死
に
つ
い
て
、

臓
器
移
植
と
い
う
畏
療
技
術
に
対
す
る
詰
頼
・
不
信
頼
と
は
到
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
、
「
脳
死
」

と
判
定
さ
れ
た
者
か
ら
の
心
臓
の
接
出
に
は
社
会
的
合
意
が
得
ら
れ
に
く
く
、
脳
死
済
極
論
あ
る
い
は
慎
重
論
が
多
い
の
は
、

し
に
く
い
こ
と
で
は
な
い
。

(
1
}

た
と
え
ば
東
京
都
朝
間
八
八
年
一

η
七
日
間
ザ
は
、
九
七
一
一
年
二
月
札
機
地
殺
か
ら
法
務
衡
に
提
山
山
さ
れ
た
吋
い
h
M
ゆ
る
心
臓
修
補
事
件
の
概
要
と
操
作
朝
時
閣
情
上

の
問
題
点
』
と
緩
す
る
全
文
一
関
知
約
三
万
二
千
字
の
綴
告
書
が
、
心
臓
後
供
者
の
容
体
、
断
脳
波
制
側
誌
に
よ
る
廷
の
測
定
な
ど
に
つ
い
て
の
き
ま
昔
、
ま
な
施
務
省

織
の
疑
慾
を
克
明
に
綴
り
、
救
急
、
森
伎
捨
選
も
途
切
で
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
ニ
と
を
終
し
く
紹
介
し
、
「
似
崎
明
測
定
は
う
そ
だ
っ
た
」
と
報
じ
た
。

i
!
?

ス
コ
ミ
市
民
八
開
年
二
時
月
号
は
「
迷
宮
入
ワ
か
心
臓
移
績
の
議
」
な
ど
。

脇
死
と
は
判
か
。

従
来
、

人
間
同
の
死
は
心
臓
死
と
さ
れ
た
。
心
瀦
死
は
心
樽
停
止
、
呼
吸
停
止
、
瞳
孔
誌
散
の
三
徴
候
を
も
っ
て
人
間
の
死
と
す

生命室主耳患をめぐる法約問題(小林)

る
。
こ
れ
は
人
が
長
年
な
じ
ん
で
き
た
死
の
概
念
で
あ
る
。
(
法
律
的
に
は
、
慕
地
、

樫
務
等
に
関
す
る
法
律
三
条
が
「
場
券
ま
た

は
火
葬
は
、
地
の
法
令
に
均
一
段
丹
定
め
が
あ
る
も
の
を
掠
く
池
、

死
亡
又
は
死
後
二
問
時
間
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
行

つ
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
と
こ
ろ
の

『
死
恥
で
あ
る
)
。
こ
れ
に
対
し
、
脳
死
と
は
、
後
述
の
日
本
崎
医
師
会
生
命
倫
理
懇
談
合
の

報
告
に
よ
れ
ば
、
諮
幹
機
能
の
不
可
逆
的
停
止
状
態
を
「
脳
の
死
へ

そ
れ
に
よ
っ
て
間
体
死
と
判
定
し
た
場
合
を
「
脳
死
」
と
す

る
。
脳
幹
機
能
が
筒
ら
か
の
衝
撃
で
停
止
し
て
も
、
心
臓
は
人
工
呼
吸
参
加
施
す
と
数
日
間
州
動
く
こ
と
が
あ
る
〈
た
だ
し
、
意
識
も
な

く
、
瞳
孔
反
射
も
な
い
と
い
う
)
。
い
わ
ば
人
工
呼
吸
の
発
達
が
、
脳
究
問
題
を
起
こ
し
た
と
い
え
な
く
な
い
。

理
解
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こ
の
ま
さ
に
結
死
の
人
(
ド
ゥ
ナ
}

の
「
生
き
て
い
る
」
心
臓
を
、

心
臓
病
の
小
双
山
航
続
{
リ
シ
ビ
ア
ン
ト
〉
に
移
植
す
る
こ
と
に

よ

後
者
の
生
存
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。

人
の
死
を
一
人
の
死
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
。
が
、
こ
の
よ
う
な
限
僚
が
求
認

さ
れ
る
に
は

ド
ゥ
ナ
が
礁
実
に

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

脳
の
苑
の
科
学
的
判
窓
は
法
学
の
領
域
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
人
の
生
命
の
終
廷
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
問
舗
で
あ
る
。

人
は
ま
学
的
対
象
で
あ
る
生
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
的
、
法
的
に
は
尊
厳
性
を
持
つ
人
倍
(
憲
法

一
条
}

で
あ
る
。

に
、
「
医
学
的
」
に
死
と
し
て
判
乏
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
「
社
会
的
、
法
的
」
に
死
と
し
て
然
認
せ
ね
誌
な
ら
ぬ
も
の
で
は
な

ぃ
。
社
会
約
合
滋
を
得
て
い
な
い
も
の
を
実
施
す
る
こ
と
は
不
%
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
脳
死
・
心
臓
移
植
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
は
、
ま
学
的
判
定
の
方
法
、

討
的
、
処
隊
一
過
韓
が
憲
法
上
、
刺
市
中
法
上
、
民

準
法
上
の
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
は
な
い
か
、
社
会
的
に
は
、
脳
死
擬
念
が
心
帥
獄
死
慨
念
と
同
じ
袈
変
に
、
関
民
的
合
意
を
得
て
い

る
か
ど
う
か

が
、
関
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

四

外

用

憾

の

場

合

や
や
古
い

一
九
八
mm
年
の
資
料
で
あ
る
が
、

死
決
定
委
員
会
b

の
報
告
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
の

司
健
康
及
び
社
会
問
題
省
、

よ
る
と
、
世
界
一

か
問
自
の
う
ち
誌
と
ん
ど
の
国
は
涯
学
的
に
は
脳
死
を
も
っ
て
倒
体
死
と
す
る
〈
認
め
な
い
の
は
ス
ウ
ぷ

i
デ
ン

jZ と

員ご
点マ'
ゑ i
議Tク
て)の

が
、
法
制
も
し
く
は
通
達
で
脳
死
を
み
と
め
る
も
の
は
半
数
の
一
六
か
悶
に
す
ぎ
な
い

{
別
表

か
闘
の
み
)
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主
要
留
を
偶
蹄
に
み
れ
ば

@
ア
メ
リ
カ
i
l
i儲
死
同
議
に
つ
い
て
も
っ
と
も
選
ん
だ
溺
の
よ
う
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
に
統
一
騎
死
法
(
む
ロ
山
内
2
5
M
W
S山口

。
ぬ
岱
丹
}
困

〉三一

C
M
W
U〉}、

つ
い
で
一
九
八
一
に
大
統
韻
特
別
別
委
員
会
が
鯨
告
し
た

「
統
一
死
判
定
法
」
〈
C
E
t吋
叫
が

ロ
2
q
H
H戸
山
口
釦
仲
町
内
}
添
え
早
雲
吾
〉
わ
け
口
問
)
む
〉
〉
が
立
法
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
従
来
の
心
擁
死
基
準
と
脳
死
基
準
と
が
選
択
的

に
用
い
ら
れ
る
。

は
は
半
数
の
州
が
こ
れ
に
よ
る
。
そ
の
他
の
州
で
は
、
魁
苑
を
死
と
し
、

ま
た
は
判
例
で
死
と
す
る
。
他

方
、
生
前
制
服
供
ま
た
は
遺
族
提
供
に
つ
い
て
要
件
を
定
め

九
六
八
年
「
絞
…
死
体
提
供
、
法
」
呂
美

0
3〉
認
さ
豆
長

2
P
〉
の
片
山
吉
〉
の
〉
)
を
制
定
し

間
四
期
が
支
持
す
る
。

一
九
八
割
年
全
米
臓
器
移
植
法
が
制
山
尽
き
れ
、

臓
器
確
保
機
撲
に

対
す
る
補
助
を
し
、
磁
器
売
践
を
禁
止
し
た
。

信
f
ぞ
リ
ス
i
ひ
と
の
死
に
関
す
る
法
的
規
離
な
し
。
医
学
は
不
断
に
進
歩
守
る
か
ら
、
法
的
規
定
に
な
じ
ま
な
い
。
し
か
し
実

務
上
騒
幹
死
を
兇
と
し
て
と
り
あ
っ
か
う
。

ゆ
フ
ラ
ン
ス
!
同
右
。
実
は
社
会
問
題
省
通
逮
で
脳
死
を
承
認
し
、
移
植
に
は
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
イ
ン
を
み
と
め
る
。

安
西
ド
イ
ツ

1
総
死
を
死
と
す
る
。
医
学
界
で
は
脳
死
判
定
を
し
て
い
る
。

生命倫療をめぐる法約問豊富(小林}

φ
ス
ウ
瓜

i
デ
ン

i
脳
死
立
法
の
新
国
家
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
マ
ン
ド
パ
州
法
を
導
入
、

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
方
式
で
脳
死
を
積
極
的
に

承
認
す
る
。

⑤
オ
ラ
ン
ダ

i
法
律
、
判
械
な
し
。
だ
が
、
事
実
上
髄
死
臓
器
移
植
を
認
め
、
守
一
法
を
進
行
中
で
あ
る
。

窃
オ
ー
ス
ト
リ
ア
i
脂
死
を
死
と
し
、
臨
機
器
移
槙
病
院
法
は
脳
死
を
認
め
る
。

匿
学
ア
カ
デ
ミ

i
が
脳
死
、

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
会
決
め
た
。

心
臓
死
と
も
に
認
め
る
見
解
を
発
表
し

一
九
八
三
年
、
.
批
判
乏
に

骨
ス
イ
ス
i

九
八

~~.~お(IL lOう;.(J告91)前l
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(
2
)

な
わ
料
、
こ
の
雨
明
に
つ
い
て
は
、
波
辺
高
松

ぷ
へ
一
九
八
九
年
、
を
券
燃
し
た
。

「
政
河
口
北
を
待
つ
脳
死
臨
調
い
判
内
例
タ
イ
ム
ス
じ
一
一
一
号
、
と
く
に
ア
メ
ワ
カ
に
つ
い
て
は
、
燃
本
一
「
脳
死
を
丸
山
γ

五

日
本
の
各
界
の
結
死
論
議

日
本
学
術
会
議

-
U
H
ι
1

“、

」

H
H
A一泊四
W

日
本
学
術
会
議
の
「
民
一
学
技
術
と
人
簡
の
生
命
特
別
委
員
会
」
は
、
次
項

(
2
)
の
日
本
医
師
会
の
懇
談
会
よ
り

く
一
九
八
蕊

一
O
月
以
来
、
戦
死
問
題
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
巣
を
…
九
八
八
年
一

O
丹
二
三
ね
い
に
「
結
死
に
関
す
る
見

解
」
(
以
下
見
解
と
い
う
)
と
し
て
発
表
し
た
。

そ
こ
で
は
当
問
題
を
三
方
向
か
ら
と
ら
え

告
医
学
的
に
は
、
脳
死
を
摺
体
宛
と
し
て
扱
う
必
要
性
、
暫
定
義
準
、
方
法
が
大
方
に
お
い
て
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

生命倫理をめぐる法的問題('J、林}

号
法
学
的
に
は
、
伝
統
的
心
脱
獄
死
以
外
に
あ
ら
た
に
死
の
概
念
を
設
定
す
る
に
つ
い
て
は
持
続
尚
早
で
あ
る
。

や
一
般
的
に
は
、
人
の
死
は
医
学
的
の
み
な
ら
ず
、
心
理
的
、
倫
理
的
、
宗
教
的
、
社
会
的
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

).-

い
わ
ば
積
極
・
消
極
の
向
論
併
記
し
た
う
え
、
重
大
な
国
民
的
課
組
だ
か
ら
今
後
も
検
討
し
解
決
の
努
か
が
必
要
で
あ
る
と
し

た。

学

界

2 

罷

日
本
医
師
会
生
命
倫
明
懇
談
合
{
座
長
加
藤

-
e
ω
l
、
:
、
ロ
「

↑

I
ノ
/
/
主

月
『
蹴
死
及
び
臓
器
移
捕
に
つ
い
て
の
け
以
終
縦
士
ん

郎
氏

iま

年
半
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{
以
下
、
最
終
報
品
川
口
〉
と
し
て
、
脳
死
判
窓
の
基
準
・
方
法
・
脳
死
に
よ
る
臓
器
移
様
伴
う
社
会
的
家
族
的
諸
問
題
を
、
人
文
・
社

-
既
学
の
専
門
家

む
人
〈
た
だ
し
、
法
学
者
は
一
人
)
を
も
っ
て
ま
と
め
、
発
表
し
た
。
こ
の
最
終
報
告
辻
、

金
従
来
の
心
臓
死
の
ほ
か
に
、
臓
の
死
(
脳
の
不
可
避
約
機
能
喪
失
)
を
も
っ
て
、
人
揮
の
尉
体
死
と
認
め
て
よ
い
。

争
魁
の
死
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
研
究
班
{
竹
内
一
夫
班
長
〉
の
判
定
基
準
を
必
要
最
小
限
の
基
準
と
し
て
、
大
学
商
院
等
の
稔

線
一
委
員
会
に
お
い
て
基
本
的
事
項
を
玄
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
疑
義
を
撲
さ
な
い
よ
う
に
、
慎
重
か
っ
融
実
に
粍
定
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

φ
魁
の
死
に
よ
る
死
の
判
主
は
、
患
者
本
人
ま
た
は
そ
の
家
絞
め
意
思
を
尊
重
し
、
そ
の
民
意
を
得
て
行
う
の
が
、
現
状
で
は
滅

当
で
あ
る
。

小
宮
脳
の
死
に
よ
る
死
の
判
定
は
、
ぞ
れ
が
日
本
医
師
会
等
で
一
般
に
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
患
議
備
の
同
意
を
得
て
、
適
切
な

方
法
で
、
匿
師
に
よ
っ
て
確
実
に
な
さ
れ
る
の
で
ふ
め
れ
ば
、
ぞ
れ
を
社
会
的
及
び
法
的
に
正
当
な
も
の
と
し
て
、
認
め
て
よ
い

と
考
え
ら
れ
る
。

金
魁
死
判
定
の
死
亡
時
刻
と
し
て
は
、
@
初
め
の
脳
死
判
護
持
と
、
争
そ
の
後
六
時
間
な
い
し
そ
れ
円
以
上
た
っ
て
か
ら
の
脳
死
礁

定
時
と
が
考
え
ら
れ
る
。
死
亡
診
断
書
の
死
亡
時
裂
は
、
@
と
舎
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
い
い
が
、

死
後
の
制
相
続
の
問
題
に
議

え
て
、
他
の
一
方
の
時
刻
も
診
療
録
に
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

⑥
臓
器
移
植
は
、
ド
ゥ
ナ
及
び
リ
シ
ビ
ア
ン
ト
本
入
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
家
族
が
十
分
な
説
明
を
受
け
、
内
総
出
な
意
思
で
承
認
し

日
本
移
植
学
会
の
定
め
る
指
針
に
し
た
が
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

た
場
合
に
、

右
の
報
告
に
対
し
て
、
医
学
界
内
部
に
お
い
て
も
厳
し
い
批
判
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
『
脳
死
を
器
め
る
」
に
つ
い
て
、

会
日
本
学
術
会
議
、
総
理
府
ア
ン
ケ

i
ト
、
新
聞
社
、

N
H
K等
の
世
論
調
査
会
見
る
か
ぎ
り
、
問
自
民
的
合
意
が
な
い
。
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@
厚
生
省
研
究
班
の
脇
死
判
主
基
準
は
不
十
分
で
、
与
す
ぎ
る
死
の
危
険
が
あ
る
。

金
脳
死
判
定
は
不
可
能
で
で
あ
る
。

命
に
つ
い
て
は
患
者
の
権
利
が
確
立
せ
ず
、
民
師
不
一
艇
の
阪
本
で
、
患
者
・
家
族
の
意
思
の
尊
重
が
ど
れ
ほ
ど
可
能
か
疑
黙
で
あ

ゆ

A
V
O

@
前
記
の
告
と
密
の
い
ず
れ
で
も
可
か
と
い
う
の
は
、
医
輔
の
任
務
の
放
楽
で
あ
る
と
開
時
に
、
桜
続
法
そ
の
他
に
お
い
て
問
題
を

は
ら
む
。

mu過
去
一

0
0年
日
本
の
陸
曹
に
は
、
関
陣
と
患
者
で
充
分
な
質
問
・
説
明
を
交
わ
す
よ
う
な
信
頼
関
採
が
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の

関
係
の
樹
立
が
先
決
問
題
で
あ
る
。

{
1
)

口
日
本
医
師
開
会
生
命
体
加
盟
也
懇
談
会
寸
厳
死
お
よ
び
悶
臓
器
移
拙
慨
に
つ
い
て
の
最
終
綴
告
へ
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
、
六
三
官
民
以
下
。

{2V

京
大
n
r
R
C
{患
者
の
権
利
被
討
会
)
食
蔵
委
険
会
編
・
判
川

J
u本
際
的
師
立
誕
生
命
鎗
療
態
談
会
・
講
演
記
鍬
及
び
災
対
意
父

i
脳
死
及
び
綴
滋
移
植
に
つ
い

て」

3 

政

界

生命倫理をめぐる法約問題{小林)

一
九
八
五
年
二
月
一
回
目
、
抑
制
党
派
織
員
約
一

0
0人
が
、
臓
器
移
殖
、
生
命
命
現
接
討
は
、
現
下
の
緊
急
課
題
だ
と
し
て
「
魁

死
金
命
倫
現
研
究
議
員
連
盟
」
会
組
織
し
た
。
ま
た
、

一
九
八
八
年
一
一
一
月
、
自
民
党
政
務
調
査
会
に
、
「
臨
死
住
命
倫
剣
山
及
。
臓
器

移
植
問
題
に
関
す
る
調
査
会
」
{
会
長
中
山
太
郎
州
議
員
)

が
組
織
さ
れ
、

そ
の
年
末
ま
で
に
研
究
会
を
開
冬
、
属
の
実
情
説
査
も
し
、

諮
陪
機
関
の
設
震
、
移
植
定
着
に
貧
富
の
差
が
金
じ
な
い
配
慮
の
必
饗
、
臓
器
提
供
ネ
ッ
ト
ワ

i
ク
の
繋
備
な
ど
の
基
本
方
針
を
出

し
た
。」
れ
ら
の
動
き
を
背
景
に

一
九
八
九
年
一

月
八
日
、
自
民
、
公
明
、
民
社
の
議
員
立
法
に
よ
る
「
臨
時
臨
死
及
び
臓
器
移
植

宗教法1が;ー(1991)85 



議
査
設
殻
法
」
〈
い
わ
ゆ
る
寸
脳
死
臨
調
」
〉

が
公
布
施
行
さ
れ
た

〈
会
長
永
井
滋
雄
、
委
員

丘
人
〉
O
A
t
}

(
1
v

よ
る
札
口
付
二
九
日
付
、
脳
死
臨
湖
の
機
会
長
代
湾
ら
六
人
が
病
殺
や
紋
急
セ
ン
タ
ー
を
川
悦
療
の
後
、
試
行
会
日
凡
の
折
、
防
関
係
猛
委
バ
は
ぷ
け
か
ら
人
紛
は
心
肺
臓

φ

品
凡

と
し
て
き
て
お
り
¥
戎
々
は
変
わ
ら
な
い
u

問
概
削
僻
品
特
同
駅
の
た
め
に
が
九
の
概
念
を
交
え
る
の
は
質
成
し
か
ね
る
。
織
協
和
疏
供
お
の
入
品
世
N
H

‘
総
絡
を
受
け
ら
れ
な
い

怠
お
と
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
幸
い
」
と
し
、
「
本
人
よ
り
も
家
伎
の
怠
忠
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
の
は
、
例
入
m
w
o
必
則
松
山
山
・
え
を
手
刷
仇
す
る
近
代
必
の
精

神
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
援
問
を
投
げ
た
と
伝
え
る
{
新
日
新
聞
・
ん

O
年
以
バ
ゴ
一

O
川
、

4 

脳
死
に
つ
い
て
の
散
論

脳
死
に
つ
い
て
社
会
的
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
社
会
的
合
意
の
有
無
や
程
度
は
い
か
に
し
て
知
り
う
る
か
、
ぞ
れ
は
、
概
し
て
い

う
な
ら
、
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
示
す
心
調
的
、
行
動
的
反
時
〈
大
衆
運
動
、
集
会
、
意
見
広
告
、
投
書
な
ど
)
を
総
合
し
て

認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
際
、
世
論
調
査
結
果
は
時
社
会
的
合
意
そ
の
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
ぞ
れ
を
推
知
せ
し
め

る
、
ひ
と
つ
の
、
比
較
的
有
力
な
素
材
と
は
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

読
売
新
聞
(

九
八
七
・
二

臨
死
は
死

一
一
・
七

心
臓
死
を
死
と
認
め
る

二
悶
・
七

本
入
品
、
家
族
の
意
思
に
よ
る

Fじ

分
か
ら
な
い

五
・
五

読
売
新
興
〈
一
九
八
八
・
一
)

脳
死
は
死

0
・
六

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
克

一
五
・
八

g6 .)，~W、 10'.; (!甘91)



ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

挺
死
は
死
で
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
苑
で
な
い

朝
日
新
開
(

九
八
八
・
三
}

脳
死
は
死

縞
死
は
死
で
は
な
い

そ
の
他
・
答
、
え
な
い

朝
日
新
期
間
三
九
八
九
・
剖
)

結
死
は
死

脳
死
は
死
で
は
な
い

日
本
で
も
心
臓
移
犠
を
進
め
る

生命倫理室をめぐる法約問題{小林}

N
H
K
放
送
文
化
調
査
研
究
所
〈

脳
死
は
死

髄
死
は
死
で
は
な
い

い
ち
が
い
に
い
え
な
い

分
か
ら
な
い
・
無
同
容

一
二
了
九

一
五
・
八

九
・
八

間
一
万
・

0

pq 

。
八

-
O

問
一
一
了
。

山
間
二

a
O

七回門・

0

反
対

。Lt
、vK

2
2

ノ，
J

，，J

pq ~­
F、

問
問
こ
・
八

i
A

、
T
K

J

ノ

‘

/

。)
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総
理
府
の
散
論
調
査
(
一
九
八
七
・
六
}

騒
死
は
死

二
三
・
七

否

四

本
人
・
家
族
の
意
思

三
六
・
七

以
上
に
つ
き
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
脳
死
の
承
認
に
つ
い
て
、
朝
日
も
説
売
も
、
大
差
な
い

〈
約
鵠
O
%
て
し
か
し
、
ド
ゥ
ナ

に
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
朝
日
は
日
立
七
%
と
高
く
、
読
売
は

0
・
七
%
と
極
め
て
抵
い
。
越
死
に
つ
い
て
の
明
解
度
が
不
安

定
な
こ
と
を
示
す
。

医
鐸
に
対
す
る
信
頼
度
に
つ
い
て
、
朝
日
で
は
、
不
信
六
丸
、
や
や
不
語
二
一
、
計
九
O
%
が
不
信
で
あ
り
、
競
売
で
は
、

五
・

、
計
密
閉
・
七
%
と
一
依
頼
変
が
高
い
。
こ
れ
は
髄
死
・
臓
器
移
械
に
対
す
る
国
員
約
合
滋
へ
の
距
離

や
や
不
信
三
九
・

カま

い
ま
な
お
決
し
て
少
く
な
い
こ
と
を
訴
?
と
も
い
え
よ
う
。

側晶剛

J 、

揺
死
、
臓
器
移
植
を
ぐ
る
法
的
問
題

問

鰭

い
ま
み
た
よ
う
に
、
わ
が
闘
の
通
念
で
は
、
陛
療
技
術
が
進
歩
し
平
均
寿
命
が
伸
び
て
い
る
現
代
の
一
般
的
傾
向
を
視
野
に
お
い

て

一
態
的
に
脳
死
・
臓
器
移
植
の
州
問
題
を
考
え
る
場
合
と
、
実
際
に
わ
が
身
自
身
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
場
合
と
の
関
に
は
見
逃

せ
な
い
ブ
レ
が
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
き
、

に
述
べ
た
よ
う
に
箆
学
界
の
一
部
に
も
強
い
批
判
論
が
あ
る
が
て
民
衆
の
大
方

に
お
い
て
は
、
脳
死
に
つ
い
て
も
、
蟻
器
移
植
に
つ
い
て
も
、
社
会
的
会
議
が
い
ま
だ
し
で
あ
る
ο

法
的
問
題
を
岩
塩
す
る
さ
い
に

88 ;j〈教法10り(991)



も
、
こ
の
社
会
実
態
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
実
誌
な
に
に
起
関
寸
る
か
。
こ
れ
に
は
す
で
に
触
れ
て
き
た
よ
う

に
多
く
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
要
す
る
に
髄
死
に
つ
い
て
は
、

@
括
死
の
判
定
慕
準
に
対
す
る
懐
疑
、

②
脳
死
制
判
定
す
る
倫
理
委
員
会
が
、
ニ
、
三
人
の
、
し
か
も
医
師
だ
け
の
委
設
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
懐
疑
、

臓
器
移
植
に
つ
い
て
は

告
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
イ
ン
は
人
格
擦
を
保
障
す
る
か
、

小

w簸
術
目
的
へ
の
不
信
〈
現
実
問
題
と
し
て
際
機
と
実
験
・
研
究
、
臓
器
摘
出
と
臓
器
売
闘
な
ど
が
混
同
さ
れ
な
い
か
て

@
治
護
費
が
高
額
に
す
ぎ
、
治
療
の
受
益
者
が
限
ら
れ
る
、
な
ど
が
あ
ろ
う
。

2 

法
的
問
題
へ
の
対
応

こ
の
よ
う
な
問
問
題
に
つ
い
て
、

い
か
に
法
的
対
山
め
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
|
|
よ
}
れ
は
い
か
に
社
会
的
合
意
を
形
成
す
る
か
で
あ

る
。
合
意
の
形
成
に
は
立
誌
が
役
立
つ
が
、
ム
礼
法
が
効
果
を
も
つ
に
は
人
び
と
の
↓
黙
認
が
基
本
的
条
件
で
あ
る
。

生命費量聖堂をめぐる法的問題{小林}

①
枯
死
は
、
松
続
的
に
死
と
さ
れ
て
き
た
心
臓
死
と
こ
と
な
り
、

心
臓
が
生
き
て
い
る

(
動
い
て
い
る
}

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心

臓
死
と
同
様
に
死
者
と
し
て
扱
う
こ
と
を
、

し
か
も
罪
学
的
知
識
が
十
分
で
な
い
人
々
ぷ
も
納
得
さ
れ
る
に
は
、

脳
死
の
概
念

が
明
確
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

争
結
死
判
定
の
責
任
主
体
の
組
織
お
よ
び
判
定
基
準
を
、

明
獲
に
す
べ
き
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
臨
死
判
定
の
委
員
会
の
構
成
は
、
少
な
く
と
も
医
師
仰
を
五
人
以
上
と
し
、
さ
ら
に
心
姥
学
者
、

法
学
者
ら
各
一
名
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る

(
医
師
だ
け
で
は
不
可
)
。
公
正
適
切
な
判
定
・
移
航
で
な
け
れ
ば

条
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の
編
入
の
尊
厳
を
枝
容
守
る
。
法
律
的
に
は
殺
人
服
部
で
あ
る
。
生
死
を
阪
に
短
時
間
で
あ
ろ
う
と
き
違
約
に
決
定
す
る
こ
と
は

れ
な
い
。
ま
た
、
脳
死
判
定
委
員
会
の
叢
議
の
模
様
は
公
開
さ
れ
、
会
議
記
銘
は
間
集
自
由
に
し
、
保
存
管
理
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

φ
説
を
な
?
も
の
誌
、

ド
ゥ
ナ
と
決
定
す
る
に
は
、
本
人
お
よ
び
近
親
書
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
そ
し
て
同
意
は
人
間

の
尊
厳
保
持
の
た
め
揖
極
的
問
意
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
イ
ン
が
望
ま
し
い
と
す
る
。
し
か
し
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
イ
ン
か

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
ア
ウ
ト
か
の
問
題
は
、
脳
死
を
亮
と
し
て
ネ
認
し
た
上
で
の
問
顕
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
承
認
以
前

の
段
階
で
は
、
問
問
題
に
な
ら
な
い
。
人
聞
の
尊
厳
の
歪
案
、
犠
託
殺
人
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

定
権
だ
と
す
る
説
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
前
記
の
よ
う
な
、
総
苑
が
永
認
さ
れ
な
い

は
自
殺
常
勤
を
関
わ
れ
か
ね
な

ぃ
。
自
己
の
意
思
を
表
明
不
能
な
殺
の
場
合
は
閉
経
と
な
ろ
う
。

よ
り
重
要
な
間
内
総
点
と
し

の
例
で
は

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
イ
ン
が

般
的
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
間
協
に
わ
ぬ
い
て

lま

め
模
様
は
、
と
く
に
臓
器
移
植
を
実
施
で
き
る
よ
う
な
大
病
院
に
お
い
て
は
、
医
師
の
権
威
主
義
他
さ
ま
ざ

ま
な
人
的
、
物
的
事
務
に
よ
っ
て
、
自
由
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
に
く
い
伝
統
的
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と
が
、
注
視
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
川
。
こ
れ
が
ま
さ
に
罷
師
不
信
の
核
を
な
す
の
だ
が
、
自
由
意
思
な
き
と
こ
ろ
の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
な
ど
と
い
う
も
の

は
な
い
。
ま
っ
た
く
の
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

④
に
つ
い
て
は
、
治
療
と
研
究
と
の
這
関
と
か
、
売
買
の
た
め
の
臓
器
議
出
の
ご
と
き
は
、
基
本
的
に
は
い
づ
れ
も
窓
側
仰
の
主
体

的
倫
理
観
に
か
か
る
。
説
変
約
に
は
、
医
師
以
外
の
第
一
一
一
者
も
関
与
す
る
倫
理
委
員
会
の
構
成
や
判
定
に
よ
っ
て
、

防
止
制
御
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
立
法
;
i
iド
ゥ
ナ
の
治
療
に
か
か
わ
っ
た
陵
部
と
隷
器
議
出

に
か
か
わ
る
医
師
を
加
に
す
る
と
い
っ
た
規
窓
を
も
っ
「
統

死
体
制
鈍
換
法
」
〈
何
日
〉
の
〉
、

九
六
八
年
〉
な
ど
は
参
考
に
な

ハりハu
d
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ろ、ヮ。

舎
こ
れ
は
民
主
主
義
的
際
療
制
度
の
基
本
課
題
で
あ
る
こ
と

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
前
記
自
民
党
の
識
査
会
が
示
し
た
よ

う
な
、
全
部
家
的
行
政
規
模
の
監
療
体
制
チ

i
ム
作
り
の
問
題
で
も
あ
る
。

あ
る
識
者
は
掛
端
的
仰
に
持
し
て
、
「
医
師
の
凝
る
紛
チ
が
兆
円
も
だ
れ
の
玄
派
也
被
倫
子
で
あ
り
、
患
者
の
絞
る
総
予
が
え
い
一
本
足
mw
総
予
で
あ
る
と
い
う
事
実
に

象
徴
的
に
一
ぶ
さ
れ
て
い
る
L

と
い
う
〈
総
8
ジ
ャ
!
ナ
ル
、
九
九
一
年
六
月
八
8
き
…
浪
商
民

}
e
i
lこ
の
誌
は
が
稿
鉄
雄
事
に
あ
た
り
書
き
泌
え
た
。

七

今

後

の

問

題

指
死
・
鎗
器
移
械
に
関
し
て
、
国
民
的
社
会
的
合
意
い
ま
だ
し
の
状
況
下
、

む
し
ろ
そ
れ
ゆ
え
に
、
海
外
で
手
術
を
受
け
る
も
の

が
少
な
く
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

や
む
を
え
な
い

}
ゑ
関
・
閲
覧

対
日
感
情
の
上
で
好
ま
し
く
な
い

一一一

0
・

一

%

f主命倫理をめぐる主去約問磁(小林)

そ
の
他

-
六
%

答
え
な
い

一
一
了
一
%

と
い
う
統
計
も
あ
る

一
九
八
八
事

} 

o 

ま
た
別
に

総
死
の
永
認
に
つ
い
て
は
積
極
消
極
半
々
な
の
に
、

外
国
で
行
b
れ
て
い
る
以
上
、

日
み
で
も
推
進
す
べ
急
か
に
つ
い
て
、

賛
成

七
四
・

0
先
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境
対

一
三
・

O
%

そ
の
他
・
答
え
な
い

一
三
・

0
%

と
な
っ
て
い
る
統
計
が
あ
る
〈
朝
日
一
九
八
八
・

-・
) 。

つ
ま
り
提
議
説
が
強
い
。
要
す
る
に
、
民
衆
に
お
い
て
も
挽
象
的
、
観
念
的
に
は
す
で
に
脳
死
を
も
認
め
る
べ
き
時
期
が
迫
っ
て

い
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
な
お
、
脳
死
さ
ら
に
臓
器
移
植
の
恭
認
を
議
巡
さ
せ
て
い
る
の
は
、

い
ま
や
民
銭
的
、
伝

続
的
感
性
と
い
う
よ
り
も
、

-
機
疑
が
決
定
的
原
閃

む
し
ろ
医
師
、
既
学
界
さ
ら
に
は
限
蝶
厚
生
行
政
一
較
に
対
す
る
民
衆
の

に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
援
に
お
け
る
医
療
の
前
進
の
た
め
に
は
、

い
わ
れ
る
よ
う
な
思
誌
の
無
知
や
利
己
主
義
に

対
す
る
務
議
運
動
で
は
な
く
、
陸
擦
技
術
円
以
前
の
、
こ
れ
を
担
う
密
訴
を
含
め
て
医
療
体
制
自
体
に
お
け
る
人
間
的
な
も
の
が
熊
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
追
記
]九
九

回
目
、
前
記
の
「
臨
時
騒
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
」
〈
い
わ
ゆ
る
脳
死
臨
調
)
は
、
第
二

O
回
会
合
合
開

月

券
、
髄
死
に
積
極
読
を
と
る
中
間
報
告
を
発
表
し
た
。
そ
の

器
移
樺
以
外
に
救
う
こ
と
の
で
き
な
い
患
者
が
い
て
、
進
ん
で
議
器
提
供
す
る
者
が
い
る
躍
り
、
そ
れ
を
み
と
め
る
べ
き
で
あ
る
o

e脳
死
は
医
学
的
に
み
て
人
の
死
で
あ
る
。

③
脳
死
は
一
九
八
五
年
に
決
め
ら
れ
た
厚
生
省
研
究
班
の
竹
内
基
準
で
正
礎
に
判
定
で
き
る
。

④
匿
学
的
に
み
て
桔
死
を
人
の
死
と
す
る
の
が
合
理
的
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
社
会
的
、
法
的
に
人
の
苑
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、

間
間
際
的
認
識
と
も

致
す
る

と
い
う
横
様
説
で
あ
る
。

ニ
の
中
間
報
告
に
は
消
騒
設
を
と
る
少
数
意
見
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
、
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φ
多
数
意
見
は
脳
死
は
医
学
的
に
人
服
間
的
苑
と
い
い
な
が
ら
、
そ
の
揺
拠
を
説
明
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
際
学
的
な
死
だ
け
が
死
で

あ
る
と
の
独
断
に
陥
っ
て
い
る
a

兆
続
説
の
安
定
性
、
客
観
性
を
認
識
し
て
い
な
い
。

③
脳
死
を
死
と
し
た
ら
、
検
視
制
度
、
監
察
医
斜
衰
の
見
夜
し
、
死
亡
時
刻
の
判
事
、
公
職
選
挙
法
や
相
絞
、
等
に
お
け
る
混
乱
が

話
こ
る
、

つ
ま
り
人
権
を
保
障
す
る
の
は
同
難
、

多
死
者
と
宣
告
さ
れ
た
人
関
に
、
生
者
と
間
関
じ
陸
擦
と
看
護
、

争
官
市
内
基
準
ぞ
支
持
す
る
と
い
い
つ
つ
、
蘇
生
源
界
の
慕
準
を
一
不
す
と
い
う
悶
的
の
下
に
、

全
脳
髄
の
機
能
の
不
可
逆
釣
幾
失
と
い

7
性
向
基
準
の
脳
死
の
定
殺
を
無
視
し
て
い
る
。

告
脳
死
と
密
接
に
関
越
す
る
臓
器
移
緩
の
不
完
全
な
実
情
に
つ
い
て
考
慮
を
欠
い
て
い
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ほ
ほ
私
見
と
援
な
る
が
、
私
は
こ
の
委
員
会
の
構
成
も
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
臓
器
移
犠
の
施

術
に
関
す
る
必
要
性

の
審
査
が
す
べ
て
数
人
の
畏
師
団
の

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
不
合
理
性
と
人
権
上
の
危
按

性
が
指
摘
さ
る
べ
し
と
思
う
。

守主張主総理をめぐる欲的問題村、然}

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
意
見
書
を
発
表
し

の
人
権

九
九

年
九
月
二

O
R

右
の
騒
死
協
調
の
中
間
間
報
告
に
対
し
て

擁
護
の
観
点
か
ら
脳
死
を
認
め
る
に
は
時
期
尚
早
と
す
る
厳
し
い
批
判
的
意
見
を
表
明
し
た
。
そ
の
要
点
は
、

結
死
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
社
会
的
合
意
が
な
い

告
現
在
三
徴
候
死
を
も
っ
て
す
る
死

②
ド
ナ
1

本
人
で
は
な
く
家
族
の
コ
ン
セ
ン
ト
だ
け
で
臓
器
移
植
が
な
さ
れ
る
と
い
う
人
権
授
符
の
お
そ
れ
が
あ
る
、

て
お
り
、

ゆ
際
学
実
験
や
医
療
資
総
へ
の
利
用
の
危
険
性
が
あ
る
、

告
摘
出
・
移
植
の
胞
設
に
お
け
る
カ
ル
テ
の
開
覧
権
永
認
と
秘
ん
比
し
た
審
究
機
関
が
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
私
見
も
縦
様
で

ふ
A
W
ψ
h
v
o
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あ
る
。

j主

JL 
JL 

年
九
月
二
}
打
、
々
仔
紙
。

門
中
努
寺
文
献
〕
文
中
に
ぶ
し
た
も
の
を
体
部
き
‘

行
本
吋
一
千
術
協
力
財

M聞
紙
吋
脳
死
そ
め
ぐ
る
滞
納
側
関

i
日
本
山
一
千
処
刑
公
綴

-
O
O
M内
総
会
に
お
け
る
け
ん
鉢
符
|
へ
日
本
"
一
f
術
協
力
叫
問
問
問
、

一
被
防
総
之
「
脇
犯
を
今
、
え
る
!
新
し
い
隠
れ
燦
倫
櫛
刊
を
求
め
て
ー
へ

H
H
本
泌
総
役
、

a

九
八
し
し
年
。

阿
部
一
止
初
他
♂
刷
死

i
引
払
は
こ
う
割
や
7
L
主

窓

出

版

、

九

九

O
年。

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
一
九
九
民
年
六
月
八
日
号
。

一'
L
M
1

、し、
4
1
0

一

j
ノ
ノ
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